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（105）『構造改革と市民の安全・安心』(単著)2007 年 2 月
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「住宅総合研究財団研究論文集第 33 号」丸善株式会社、p323 ～ p334
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（109）『国の保育政策を巡る状況』（単著）2007 年 11 月

「2007 大阪の保育問題資料集」大阪保育研究所、p4 ～ p5
（110）『堺市・シャープ新工場の誘致政策をどう評価すべきか』(単著)2008 年 5 月
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「おおさかの住民と自治 vol.363」大阪自治体問題研究所、p15 ～ p18
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（118）『中国・内モンゴル自治区東ウヂュムチンにおけるゲルの調査』（共著）
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（18）『都市再生を考える（下）、どのような都市再生が望まれるのか』（単著）、

「大阪歯科保険医新聞 2003 年 11 月 25 日付」大阪府歯科保険医協会
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